
別紙１

電子入札導入に係る事前準備等について

◆事前準備

電子入札システムを利用するためには、事前準備（電子入札用パソコン、インターネ

ット接続環境、電子入札用 IC カード、IC カードリーダ、京都府電子入札システム用

JavaPolicy の設定）と利用者登録が必要となります。

※既に京都府の電子入札システムを利用している方は、事前準備は必要ありません。

利用者登録のみ行ってください。

※京都府以外の電子入札を利用されている場合は、京都府電子入札システム用の

JavaPolicy（＊）の設定が必要となります。
（＊）JavaPolicyとは、電子入札システムで使用する Java実行環境の動作を制御する
設定ファイルです。設定は、各民間認証会社が提供する「環境設定ツール」によって行

います。（ICカードリーダに添付、もしくはホームページからダウンロードにより提供
されます。）環境設定ツールの操作方法に関しては、各認証局のマニュアルを参照頂く

か、各認証局のヘルプデスクにお問い合わせ願います。

◆利用者登録の方法

事前準備完了後に、利用者登録を行うことができます。

京都府ホームページから京都府電子入札システムを開き、画面の調達機関の中から

「宮津市」を選択し、利用者登録を行ってください。

（別紙２「利用者登録について」参照）

既に京都府の電子入札を利用されている場合でも、京都府への利用者登録とは別に

「宮津市」への利用者登録が必要です。

また、利用者情報に変更があった場合は、利用者登録を変更していただくこととなり

ます。

事前準備及び利用者登録の詳細については、京都府ホームページに掲載されています

のでご確認ください。

【電子入札に関する問い合わせ】

京都府電子入札ヘルプデスク

TEL：０７５－３５１－０００１（平日午前９時から午後６時まで）

E-mail：ebidnelp@ebid.pref.kyoto.jp


